
立場、對象與角色的表達：について、に対し

て、にとって、として、によって

N3 讀解和寫作裡，很多困難不是動詞，而是助詞型句型：について、に対して、にとって、と

して、によって 看起來都很短，但作用完全不同。學生若只是全都翻成「對於」或「關於」，

通常很快就會混亂。

這一頁的目的，是把它們當成五種不同視角：話題、對象、立場、身份、條件差異。

今課目標

用 `〜について` 表達『關於…』。

用 `〜に対して` 表達『對…』或『和…相比』。

用 `〜にとって` 表達『對…來說』。

用 `〜として` 表達『作為…』。

再整理 `〜によって` 的『因…而異』功能。

一、〜について：關於…

把某事當作話題來講

`〜について` 最基本的意思就是『關於…』。後面常接調查、思考、說明、討論、學習等動作。它的重

點是：前面的名詞是話題。

例句

1. 日本の教育制度について調べている。

→ 正在調查關於日本教育制度的資料。

2. 将来の仕事について家族と話した。

→ 和家人談了關於將來工作的事。

3. この表現の違いについてもう少し説明します。

→ 再說明一下關於這個表達差異的部分。



二、〜に対して：對…／和…相比

看是『對象』還是『對照』

`〜に対して` 有兩個很常見功能：一是對著某對象做出反應，二是和另一個對象形成對比。這一頁重點

放在辨認功能，不把它和 `について` 混成一種。

例句

1. 店員は客の質問に対して、丁寧に答えた。

→ 店員對客人的提問仔細回答。這裡是對象。

2. 去年に対して、今年は観光客がかなり増えた。

→ 和去年相比，今年觀光客多了很多。這裡是對比。

3. 親の期待に対して、どう向き合うかは難しい問題だ。

→ 如何面對父母的期待，是一個困難問題。

三、〜にとって：對…來說

用某人的立場來看

`〜にとって` 表示『對某人來說』。後句通常是重要、必要、難、便利、意味がある 等帶評價的內容。

它重點不是話題，而是判斷立場。

例句

1. この経験は私にとって大きな転機だった。

→ 這段經歷對我來說是很大的轉捩點。

2. 留学生にとって、最初の一年は特に大変だ。

→ 對留學生來說，第一年特別辛苦。

3. この辞書は初學者にとって使いやすい。

→ 這本字典對初學者來說很好用。

四、〜として：作為…

身份、資格、角色

`〜として` 表示『作為…』，用來指出某個人或事物是以什麼身份、資格、立場被看待或行動。這和 `に

とって` 不同，因為 `として` 不是講立場感受，而是講角色。



例句

1. 留学生として、地域の活動にも参加している。

→ 作為留學生，我也有參加地區活動。

2. 教師として大切なのは、説明の分かりやすさだ。

→ 作為老師，重要的是說明要清楚。

3. 趣味として始めたことが、今は仕事につながっている。

→ 原本作為興趣開始的事，現在卻連到工作上了。

五、〜によって：因…而異

條件不同，結果就不同

`〜によって` 在 N3 很常用來表示『根據…不同，情況會不一樣』。雖然它在其他頁也出現過，但這裡

重點是把它放進整組助詞型句型裡，一次和 `について`、`にとって` 等做清楚對照。

五個句型的快速對照

句型 核心作用 你在回答什麼問題

〜について 話題 關於什麼？

〜に対して 對象／對比 對誰？跟誰比？

〜にとって 立場 對誰來說？

〜として 角色 作為什麼身份？

〜によって 條件差異 因什麼不同而變？

例句

1. 考え方は人によってかなり違う。

→ 想法會因人而差很多。

2. 使い方は場面によって変わる。

→ 用法會因場景不同而改變。

3. 値段は季節によって上下する。

→ 價格會因季節而上下變動。



常見錯誤

✘ 日本の教育について大切だ。

◯ 日本の教育について調べている。／日本の教育は私にとって大切だ。

`について` 是話題，不直接表評價立場。

✘ 学生について難しい。

◯ 学生にとって難しい。

『對學生來說很難』要用 `にとって`。

✘ 教師にとって働いている。

◯ 教師として働いている。

這裡講身份角色，不是立場。

✘ 国として習慣が違う。

◯ 国によって習慣が違う。

表因條件不同而有差異，要用 `によって`。

✘ この問題に対して勉強した。

◯ この問題について勉強した。

如果是『關於這個問題』，要用 `について`。

總結輸出：寫一段短文，主題可以是『學校生活』『留學』『工作方式』，至少用三個本課句型，分清話題、立場和角色。


